
 

令和５年度事業報告書 

（自 令和５年４月１日 至 令和６年３月３１日） 

特定非営利活動法人カシオペア医療介護支援センター 

 
１ ＮＰＯ法人カシオペア医療介護支援センター活動の総体的な運営 
 【計画】 

ＮＰＯ法人カシオペア医療介護支援センターの活動は、ｋｉｎｔｏｎｅ（「カシオペアＮＥＴ」）を用いた福祉行政・医療・介護の連携が目的である。 
とくに、「カシオペアＮＥＴ」は、在宅の医療・看護・介護において、在宅での患者容態観察でリアルタイムな共有を行うことでできるため、医師をは

じめ看護・介護従事者の負担軽減につながり、ひいては、カシオペア地域内の円滑な地域包括ケアシステム運用につながるものと考える。 
  地域包括ケアシステムは、地域内住民と福祉行政、医療及び介護が一体となってシームレスな提供体制を進めていくことであり、そのためには、それぞ
れの業務や立場を理解し「顔の見える連携」を構築していくことがとくに必要である。 
 ＮＰＯ法人カシオペア医療介護支援センターの活動は、福祉行政・医療・介護連携の「顔の見える連携」を根幹に、地域内医療介護連携のツールとして
「カシオペアＮＥＴ」を運用していくこととして進めていく。 

【実績】 
講演会開催は１回、説明会１回、さらに一戸町及び軽米町からの講演依頼に対し講師を派遣するなど地域内健康維持及び従事者等の啓発活動にかかる取

組みを実施した。 
また、来年度から始める新たなＩＣＴ活用事業として令和６年２月２１日に開催した「カシオペアＮＥＴ」構築説明会において、「地域包括ケアシステ

ムに対応した活動」、「在宅医療に必要な連携を担う拠点としての活動」を推進していくことを明確に示した。 

今後の取組みの柱として以下の項目を追加する。 

１ 「カシオペアＮＥＴ検討委員会」の設置と活動の推進 

２ 「カシオペアＮＥＴ」を、福祉行政、医療及び介護を結ぶ地域全体の包括ケアシステムに対応し活用する  

３  ＮＰＯ法人の目的に賛同する福祉行政、医療、介護等団体及び事業所への入会依頼の推進 
 

２ 項目別の取組み 

項       目 実施計画時期等 令和５年度３月末 課題 

１． 地域の医療・介護資源の把握 

（１，１４７千円） 

 

  

（１） 定期的な施設等への窓口情報アンケート

及び 

ヒアリングの実施 

・地域内の医療機関及び介護施設の窓口

情報は、シームレスな医療・介護連携を

行ううえで重要な情報であることから、

※令和５年度重点課題 

年１回、７月以降順次実施 

「カシオペアＮＥＴ」構築にかか

るファーストフェーズの課題とし

て進めることとしたことから、令

和６年度の取組みとして継続する

もの。 

各地域包括支援センターや介護施設等

で使用している窓口情報のデータを集

約し一括したデータとして作成するこ

とが必要であり、さらに地域内の地域

包括ケアシステム上必要な情報として

作成を進めていくこととする。 



 

「ひめほたるネット」で作成した地域内

窓口情報を適宜更新・作成していく。 

具体的には、「カシオペアＮＥＴ」参

加施設の拡大とあわせ、参加施設とヒア

リングを実施し窓口情報の収集を行う。

また、参加した施設担当者が「カシオペ

アＮＥＴ」「カシオペア機関・施設窓口

情報」を入力し適宜更新できるよう説

明・指導を行っていく。 

また、同様に「ひめほたるネット」で

作成した「介護マップ」の更新を行い、

地域内の介護施設の分布を明確にして介

護分担の明確化及び地域内介護資源の分

析を行っていけるようにしていく。  

令和６年度に「カシオペアＮＥＴ

検討委員会」の検討項目として進

め、アプリの開発を進めていく。 

また、施設の空室情報は患者・利用者

の円滑な紹介につながることから運用

を含め「カシオペアＮＥＴ検討委員

会」で検討していくこととする。 

 

（２）「カシオペアＮＥＴ」参加施設の拡大

促進と「カシオペア機関・施設窓口情報

アプリ」の随時更新 

   ・（１）と同様 

    

※令和５年度重点課題 

案内文書・チラシ発信 

随時、参加施設への担当者及

び施設機能の入力依頼 

上記同様 上記同様 

（３）「施設入所マッチングアプリ」の活用

による施設入所待機者情報の発信 

   ・３（２）と同様 

   ・利用拡大の一環として、とくに利用

した場合のメリットが高い地域内ケア

マネージャーの利用促進を図る。その

ため、介護支援事業所等への説明会及

び全体説明会、さらに研修会の開催を

進めケアマネージャーへのＩＤ付与を

進める。 

 

参加施設の充実状況により四

半期毎の発信 

ケアマネージャーのＩＤ付与

については、７月から８月に

かけて強化月間とする。 

今後の「カシオペアＮＥＴ」構築

においてＮＰＯ法人ホームページ

から利用者登録し「カシオペアＮ

ＥＴ」にリンクする仕組みを作成

中。 

ケアマネージャー等を中心に仕組

みについて説明会を進める予定。 

 

「カシオペアＮＥＴ」全体の課題とし

て検討していくこととする。 

（４）医療及び介護サービスにおける利用者

アンケートの実施 

   ・利用者拡大後、時期をみて実施して

いくこととする。 

 

年 1回、利用者拡大状況を見

極め実施 

「カシオペアＮＥＴ」構築のフェ

ーズ３において、利用者が自分の

データを閲覧できる機能を備える

ことで利便性を高めることとし

た。 

利便性の向上で利用者拡大が課題とす

る。 



 

（５）地域内医療・介護サービスの分析及び

展望に向けた「ひめほたるネット」を通

じたワーキングの開催 

   ・２（１）と同様 

 

「ひめほたるネット」との協

働 

令和５年度下半期の開催目標 

 「ひめほたるネット」の活動を「カシ

オペアＮＥＴ検討委員会」の活動とし

て継承する。 

 

２． 在宅医療・介護連携の課題の

抽出（６９８千円） 
   

（１）「ひめほたるネット」を通じた部会活

動の発展支援（看護グループ、栄養管理

グループ） 

   ・カシオペア地域内において「顔の見

える連携」活動を展開してきた「ひめ

ほたるネット」をＮＰＯ法人内の組織

として位置づけし「ひめほたるネット

部会」として設置する。その中の活動

として「看護グループ」「栄養管理グ

ループ」等の職種ごとのワーキンググ

ループを設置し活動を発展させる。 

ワーキンググループ活動では職種ごと

の課題を取り上げ、地域内の医療及び介

護においてニーズの高いものを拾い上

げ、より具体的な活動を展開していくこ

ととする。また、ワーキンググループ活

動を盛り上げるためメンバーの育成を進

め、より活発な活動が進むようＮＰＯ法

人として運営・支援していくこととす

る。 

当面の具体的な活動としては、「情報

共有シート」をカシオペアＮＥＴにおい

て活用する運用に見直し、地域内の紹介

等に必要な情報の標準化を行い円滑な転

院と紹介における業務軽減を進める。 

※令和５年度重点課題 

「ひめほたるネット」との協

働 

令和５年度第２四半期開催を

予定 

 「ひめほたるネット」の活動を「カシ

オペアＮＥＴ検討委員会」の活動とし

て継承する。 



 

（２） 訪問診療・看護及び福祉行政を交えた

カンファレンスの実施と課題の検討 

・在宅医療に欠かせない訪問看護ステ

ーションにおいて、二戸訪問看護ステ

ーションの体制確保のため、行政や看

護協会と協働して支援を行っていく。 

※令和 5年度重点課題 

令和５年度随時支援を行う 

 

地域的に看護師の定着率が低いこ

ともあり訪問看護師が集まりにく

いうえ、私立等の訪問看護ステー

ションの参入も難しい環境のな

か、岩手県看護協会立二戸訪問看

護ステーションでは常勤とパート

職員の看護師をあわせて 6名（常

勤換算 4.5名）で月間延べ 340名

（1日約 17名）の利用者さんの

訪問看護を施行。地域的に長距離

の訪問が多く、冬季間の運転の危

険が伴うなかで運営中。  

 地域の利用者さんの希望をかな

えようと必死に訪問看護を続けて

いるのが実状。 

 当ＮＰＯ法人では、在宅医療・

訪問看護を継続できるよう設立母

体である岩手県看護協会等と話し

合い、待遇改善や看護師派遣など

について要望中。 

存続に向けてＮＰＯ法人でチラシ

を作成、住民啓発を行っていく。 

今後の運営についても、岩手県看護協

会からの支援が必要であることから継

続して話合いを進めていく。 

地域内での訪問看護テーション存続の

ため、状況把握と支援を継続する。 

３． 切れ目のない在宅医療と在宅

介護の提供体制の構築推進 
（２，７７０千円） 

   

（１） 訪問診療・看護カンファレンスの支援

及び福祉行政を交えた在宅医療・介護

の実態評価の実施及び改善策の模索 

・「ひめほたるネット部会」における

看護ワーキンググループをもとに在宅

医療・看護における課題を出し合い、

今後の改善策を模索する。  

令和５年度第２四半期開催予

定 
 

「ひめほたるネット」の活動を「カシ

オペアＮＥＴ検討委員会」の活動とし

て継承する。 

（２）「カシオペアＮＥＴ」内「施設入所マ

ッチングアプリ」の仕様改修及び導入に

かかる説明会・研修会の実施 

※令和５年度重点課題 

アプリ改修令和５年度７月 

令和６年２月２１日に開催した

「カシオペアＮＥＴ」構築説明会

において、 

「カシオペアＮＥＴ」全体の課題とし

て委員会を通じながら検討していく。 



 

   ・地域内住民がより円滑に介護施設へ

の入所を行うことができることを目的

に作成した「施設入所マッチングアプ

リ」の有用性を、医療機関、介護施設

及び福祉行政に対し細やかに説明及び

研修会を行い、「施設入所マッチング

アプリ」の使用拡大を図る。 

    とくに、ＮＰＯ法人ホームページか

ら「利用者登録」を行う仕様改修を７

月には完成させ、利用者（家族）が

「施設入所マッチングアプリ」上で直

接介護施設の選定を行うことができる

など、施設入所相談窓口担当者の業務

軽減につながるよう随時改修を図り、

より使いやすいアプリとしていくこと

とする。 

   ・「施設入所マッチングアプリ」利用

にあたっては、担当者レベルの研修会

を随時開催し、アプリ利用の理解度向

上と使用促進を図る。 

   ・チラシを作成し、利用促進にむけた

啓発活動を行うこととする。  

説明会・研修会第２四半期集

中開催 

１ 「カシオペアＮＥＴ検討委員

会」の設置と活動の推進 

２ 「カシオペアＮＥＴ」を、福

祉行政、医療及び介護を結ぶ地域

全体の包括ケアシステムに対応し

活用する  

３  ＮＰＯ法人の目的に賛同す

る福祉行政、医療、介護等団体及

び事業所への入会依頼の推進 

の３つの柱を掲げ「地域包括ケア

システムに対応した活動」、「在

宅医療に必要な連携を担う拠点と

しての活動」を推進していくこと

を明確に示した。 

（３）住民が「利用者登録」を直接行う仕様

とした、見やすく操作の簡易なＮＰＯ法

人ホームページの作成 

・ホームページ本体は６月後半に公開

とする。 

・「利用者登録」は７月に仕様追加を

行い公開することとする。公開にあた

っては、（２）で行う説明会及び研修

会の中で仕様説明を行っていくことと

する。 

・その他、（２）と同様。 

 

※令和５年度重点課題 

令和５年度６月 
ＮＰＯ法人ホームページは６月 

２６日から公開済み。 

利用者登録については、１（３）

と同様。 

ホームページについては、活動の報

告、セミナー報告、カシオペアネット

ワーク通信の掲載等、継続してコンテ

ンツの充実を目指す。 

利用者登録については、「カシオペア

ＮＥＴ」構築に合わせ、㈱ジェネシス

と仕様改善を図っていく。 

 

（４） 医師会、看護協会及び福祉行政を交え

た訪問看護師による看取り制度の導入

令和５年度中開催目標 訪問看護師については、２（２）

と同様。 

啓発活動を継続していくこととする。 

 



 

による医師の業務軽減を推進するルー

ルの検討・作成（「ひめほたるネッ

ト」ワーキングの活用） 

・２（２）の訪問看護ステーションに

かかる支援と結びつけながら、講演会

及び研修会を活用した地域住民への啓

発と従事者の啓発活動を展開する。 

医師及び訪問看護師の負担軽減にむ

け行政と連携しながら進めることとす

る。 

医師会と共催し、７月２７日に東

北大学大学院医学系研究科 老

年・在宅看護学分野 

教授 尾崎 章子 氏を招き、

ICTを用いた遠隔での死亡診断制

度についての講演会開催。 

遠隔による死亡診断で医師の負担

軽減及び訪問看護師の業務軽減に

つなげる啓発講演会の開催。 

４．在宅医療・介護関係者に関する

相談支援（４１７千円） 
   

（１） カシオペア地域内の標準化に向けた、

医療及び介護連携の地域格差の是正に

かかるヒアリングと相談支援（福祉行

政との調整） 

・二戸市、一戸町、軽米町及び九戸村

における在宅医療の標準化にむけ、福

祉行政担当者連絡会議を通じて課題の

抽出及び改善の模索を進めていくこと

とする。 

・「カシオペアＮＥＴ」が在宅医療・

訪問看護に有用性があることを認識し

てもらうため、医療者及び介護従事者

に対し説明を進める。とくに、現在、

在宅体制が確立している軽米町に対し

て「カシオペアＮＥＴ」を利用しても

らえるよう話し合いを進める。 

※令和５年度重点課題 

令和５年度第２四半期から随

時 

二戸訪問看護ステーションの看護

師が患者さん宅に訪問看護した際

に、患者さんの容態を「カシオペ

アＮＥＴ」に入力することによ

り、担当医師が遠隔で確認し、即

時に医師から治療指示を受ける環

境が進行中。これまで電話や容態

を文書に作成して指示を受け、時

間のロスがあったものが即座に指

示を 

受けることができることで患者さ

んの安心につながっている。 

医師が患者宅に訪問することがな

いことから医師の業務軽減とな

り、利用している医師からも助か

っているとの感想あり。 

また、作成データを見ながら関連

する職種が集まりカンファレンス

も行っており患者さんのＡＤＬ向

上につなげる取組みをできてい

る。 

一戸病院の訪問看護ステーション

の利用も始まっており、軽米町で

「カシオペアＮＥＴ」構築と併せ利用

医師及び訪問看護師への説明会の実施

と運用状況の確認のヒアリングを進め

る。 



 

の訪問看護ステーションでも説明

会を実施して利用拡大できるよう

話し合いを進行中。 

（２）相談支援窓口の設置及び専門員（コー

ディネーター）の配置 

   ・ハローワークへの求人を行うことは

もとより、専門職退職者等に対し声が

けを行い体制を確立させ相談窓口の開

設にむけていくこととする。 

 

※令和５年度重点課題 

随時 

専門員の配置はできていないが、

７月から常勤１名、非常勤１名の

１.7名の事務員を補充。 

８月から常勤１名、非常勤０．７

名、非常勤嘱託職員２名の体制で

運営し、活動計画を遂行する。 

１１月から常勤職員１名、非常勤

嘱託職員２名の事務局体制。 

現状で少なくとも常勤職員２名、非常

勤嘱託職員２名の体制が必要。 

５．地域住民への普及啓発 

（４５２千円） 

   

（１） 定期的な「カシオペアＮＥＴフォーラ

ム」の開催 

・令和５年度は、７月２７日（木）の

在宅医療・訪問看護の看取り講演会を

皮切りに年に２回開催し、医療・介

護・福祉行政従事者及び住民の啓発活

動を進めていくこととする。 

 

※令和５年度重点課題 

令和５年７月及び２月の２回

開催 

７月２７日に「カシオペアフォー

ラム」を開催。 

東北大学大学院医学系研究科 

老年・在宅看護学分野教授 

尾崎章子氏による「ICTを用いた

遠隔での死亡診断制度」をガイド

ラインから読み解いた訪問看護の

役割と医師との連携についての講

演と二戸医師会長はじめ４名のシ

ンポジストを交えて遠隔診断に関

わるシンポジウムを開催。 

参加者９２名 

２月２１日に、「カシオペアＮＥ

Ｔ」構築説明会を開催。 

 参加者６７名 

令和６年度においても医師会等との共

催も視野に入れながら開催で検討して

いく。 

地域住民の啓発につながる講演を企画

していく。 

（２） 各市町村との連携で地域懇談会への出

席と健康維持にかかる講師派遣及びＮ

ＰＯ事業の説明実施 

・各市町村で開催している地域懇談会

に積極的に参加して健康維持について

講演するとともに、ＮＰＯ法人の活動

※令和５年度重点課題 

令和５年度、各市町村行政と

協議のうえ随時開催 

１０月１６日（月）軽米町健康ふ

れあいセンターにて、「軽米町家

族介護者教室」が行われ、当ＮＰ

Ｏ法人高橋浩理事長がＡＣＰの考

え方について出前講座を講演。 

また、１１月１８日（土）一戸町

コミュニティセンターにて開催し

各市町村と今後の実施計画について協

議を進める。 



 

を宣伝して活動についての認識を高め

ていくこととする。 

 そのため、行政担当者連絡会議にお

いて日程確認等を進めていることとす

る。 

 

た一戸町在宅医療セミナー（当Ｎ

ＰＯ法人共催）には、１８２名

（一般参加者１２２名、関係者６

０名）が参加。当ＮＰＯ法人から

は医師及び看護師を派遣。 

また、軽米町地域包括ケア推進協

議会に出席し、活動内容と今後の

計画について報告した。 

（３）「カシオペアＮＥＴ」利用者促進に向

けたチラシ作成及び配布促進 

   ・「施設入所マッチングアプリ」や在

宅・訪問看護に利用している「状態報

告アプリ」の有効性についてチラシを

作成し、地域内住民への宣伝・啓発を

行うとともに地域内医療・介護・福祉

行政担当者への啓発も行うこととす

る。 

   ・チラシ内にはＮＰＯ法人ホームペー

ジの活用方法についても掲載し認識度

を高める活動を展開する。 

   ・「カシオペアネットワーク通信」を

定期的に発行し、ＮＰＯ法人の活動に

ついて宣伝を強化する。 

 

※令和５年度重点課題 

令和５年度第２四半期チラシ

作成、各市町村地域包括支援

センター、病院、医院及び施

設に配架 

 ホームページから利用者登録できる仕

様の完成とあわせチラシ作成・配布を

進める。 

６．医療・介護関係者の情報共有の

支援（７３５千円） 

 

  

（１）「カシオペアＮＥＴ」の利便性の宣伝

活動の徹底で住民への認識度向上と利用

者拡大 

   ・３（２）と同様 

※令和５年度重点課題 

令和５年度第四２半期チラシ

作成、各市町村地域包括支援

センター、病院、医院及び施

設に配架 

１（１）及び（３）と同様。 １（１）及び（３）と同様。 

（２）「施設入所マッチングアプリ」「情報

共有ツールアプリ」等、連携共有支援に

有義度が高いアプリの開発促進 

令和５年度第２四半期「入所

マッチングアプリ」運用開始

後、随時開発。 

 「カシオペアＮＥＴ検討委員会」の委

員選出を受け、コロナ禍で縮小せざる

を得なかった「顔の見える連携」の再

構築を図る。 



 

   ・２（１）及び３（２）の活動とあわ

せ、「ひめほたるネット部会」におけ

るワーキンググループで討議した課題

を拾い上げ、地域のニーズに対応した

在宅医療・看護において有義度の高い

アプリの開発を促進する。 

   ・在宅にかかせない口腔ケア連携につ

いて、歯科連携アプリの開発・作成に

取組みこととする。  

歯科連携アプリについては、

７月以降、歯科医師と連携し

て作成する。 

（３）「カシオペアＮＥＴ」活用に伴う本人

同意の確認による個人情報保護法制の遵

守 

   ・「利用者登録」時に必要な個人情報

取扱規約や個人情報利用に関する同意

書について遵守を図るとともに、規約

等について見直しを行いながら、地域

内における医療及び介護等の情報の遵

守徹底を進める。 

 

※令和５年度重点課題 

「入所マッチングアプリ」運

用開始と併せ実施 

 １（３）と同様。 

（４） 患者本人意思の尊重とＩＣＴを活用し

た本人意思の共有アプリの開発 

・（２）と同様。 

令和５年度第２四半期「入所

マッチングアプリ」運用開始

後、随時開発 

 「カシオペアＮＥＴ」全体の課題とし

て検討していく。 

７．知識の習得等のための研修など

地域の実情に応じた医療・介護関

係者の支援（７７２千円） 

   

（１）「ひめほたるネット」と連携した職種

毎及び多職種の従事者研修の実施 

   ・２（１）のワーキンググループを通

じて、職種ごとのニーズにあわせた研

修会を開催するとともに、多職種間お

いて有用な研修会の開催も検討してい

くこととする。 

 

令和５年度、年２回開催予定  「ひめほたるネット」の活動を「カシ

オペアＮＥＴ検討委員会」の活動とし

て継承する。 



 

（２） 医療、介護及び福祉行政にかかる新採

用ならびに採用後初期における医療・

介護・福祉連携にかかる研修会の開催 

・（１）の研修会開催のほか、行政担

当者連絡会議を通じて行政においての

ニーズを確認して医療及び介護からの

福祉行政担当者への研修会開催を進め

ていくこととする。 

 

※令和５年度重点課題 

令和５年度、各市町村行政と

協議のうえ随時開催 

 各市町村と相談しながら開催を進めて

いくこととする。 

（３） 地域の医療及び介護の見識を深めるこ

とを目的とした福祉福祉行政職員のＮ

ＰＯ法人の実務研修の開催模索 

・（２）と同様。 

 

令和５年度、各市町村行政と

協議のうえ随時開催 

 ７（２）と同様。 

（４）「カシオペアＮＥＴ」アプリ操作研修

会の随時開催 

   ・「カシオペアＮＥＴ」アプリの開発

とあわせ、随時説明会・研修会を開催

する。地域内医療・介護・福祉行政担

当者全体が利用するアプリとなるよう

展望をもって進めていくこととする。 

 

「カシオペアＮＥＴ」運用と

あわせ随時開催 

 「カシオペアＮＥＴ」構築と併せ随時

の開催を目指す。 

８．その他 
   

（１）ＮＰＯ法人の財政基盤確立 

ＮＰＯ法人の財政について、現在、個人

からの借入れを行いながら運営していると

ころであるが、長期にわたる運営上から考

慮すると健全な財政基盤を確立する必要が

あると思われることから、「財政健全検討

委員会（仮称）」を設立し、今後、長期に

わたる運営の財政について検討する機関を

設ける。 

令和５年度第２四半期に発

足、協議を始める。答申を理

事会に提出し、財政について

検討することとする。 

８月に検討委員会開催。 

今後の予算調整について協議し、

借入金の返済計画等健全運営につ

いて検討した。 

今後についても、健全なＮＰＯ法人活

動に向け随時検討委員会を開催してい

く。 

とくに、会費収入を得るための会員加

入について加入依頼訪問を行うなど促

進事業を進める。 

 


